
管
公
の
二
十
五
日
祭
の
茅
の
輪
く
ぐ
り
に

左
左
右
と
三
回
渡
る

都
府
楼
南
　
　
猪
俣
　
泰
夫

紅
葉
の
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
あ
ざ
ら
け
し

苔
む
す
庭
に
九
年
庵
在
り

五
条
　
　
大
穂
　
聡
子

外
つ
国
の
人
は
ノ
イ
ズ
と
言
ふ
ら
し
い

季
の
移
ひ
告
ぐ
る
蝉
声

観
世
音
寺
　
　
大
久
保
　
富
士
子

幾
そ
た
び
父
在
さ
ば
と
恋
ひ
を
り
て

七
十
余
年
は
忽
ち
に
過
ぐ

五
条
　
　
大
藪
　
晶
代

一
年
間
つ
づ
き
て
大
腿
ス
ト
レ
ッ
チ

十
年
の
痺
れ
の
消
ゆ
る
右
足

朱
雀
　
　
黒
木
　
邦
枝

人権標語

介
弘
　
紀
子
　
選

糸
瓜
棚
残
せ
し
ま
ま
の
空
家
か
な

星
ヶ
丘
　
　
江
里
口
　
幸
生

日
当
り
て
芒
野
色
の
生
ま
れ
け
り

大
佐
野
台
　
　
金
丸
　
恵
子

花
芒
風
に
も
つ
れ
て
風
が
解
く

高
雄
台
　
　
川
路
　
泰
子

蜑
路
地
の
低
き
軒
場
や
糸
瓜
棚

福
岡
市
　
　
工
藤
　
友
子

置
い
て
き
し
魂
風
の
芒
原

朝
倉
市
　
　
古
賀
　
紀
子

佐
々
木
　
甘
露
子
　
選

沸
騰
の
地
球
に
生
き
て
法
師
蝉

福
岡
市
　
　
宮
津
　
英
里
子

露
草
の
露
こ
ろ
こ
ろ
と
白
む
そ
ら

福
岡
市
　
　
塩
飽
　
た
か
子

盆
の
月
父
に
句
集
を
届
け
た
り

小
郡
市
　
　
貞
金
　
志
帆

父
母
と
円
卓
囲
む
夕
蜩

福
岡
市
　
　
北
川
　
朴
洋
子

朝
顔
や
九
九
そ
ら
ん
ず
る
路
地
の
声

青
葉
台
　
　
彦
坂
　
正
孚

菅
井
　
久
美
子
　
選

戸
締
り
の
切
戸
重
た
き
夕
月
夜

観
世
音
寺
　
　
野
田
　
杉
子

夕
月
や
そ
ぞ
ろ
歩
き
の
下
駄
の
音

東
ヶ
丘
　
　
竹
家
　
京
子

無
人
駅
一
枝
挿
し
あ
る
女
郎
花

青
葉
台
　
　
本
山
　
晴
子

女
郎
花
阿
蘇
野
は
遠
く
雲
流
る

青
葉
台
　
　
平
野
　
香

草
莽
の
黄
な
る
一
群
お
み
な
へ
し

高
雄
台
　
　
荒
島
　
由
美
子

小
池
　
一
恵
　
選

延
命
は
遠
慮
し
ま
す
と
子
に
伝
え

筑
紫
野
市
　
　
吉
田
　
敬
子

種
あ
り
の
ぶ
ど
う
に
意
地
を
の
せ
て
い
る

都
府
楼
　
　
杉
　
良
子

売
り
急
ぐ
声
に
財
布
も
緩
み
出
す

観
世
音
寺
　
　
河
原
　
明
子

蒔
い
た
種
拾
い
集
め
に
遍
路
旅

星
ヶ
丘
　
　
武
末
　
次
生

雲
行
き
が
怪
し
い
お
茶
を
入
れ
替
え
る

国
分
　
　
岸
本
　
し
ず
え

持
永
　
真
理
子
　
選

秋
晴
や
あ
そ
び
心
の
一
日
旅

東
観
世
　
中
島
　
祝
乃

露
草
に
触
れ
て
や
さ
し
さ
と
り
戻
す

五
条
　
兼
田
　
和
加
子

高
原
の
秋
カ
リ
ヨ
ン
の
昼
告
げ
る

国
分
　
　
松
尾
　
満
子

秋
晴
の
島
に
の
び
ゆ
く
白
き
橋

筑
紫
野
市
　
幸
田
　
は
る
み

秋
晴
や
予
定
な
き
日
の
ス
ニ
ー
カ
ー

水
城
　
　
福
永
　
惠
美

水城小６年　　久我　源士さん

人権キップ　
　だれもが持ってる　
　　幸せキップ

く　が げん と

みなさん、以前コラムで紹介した「わかめスープを食べる日はいつ？」を覚えて

いますか。韓国では誕生日にわかめスープを食べますが、「ワカメは滑るから試験

に滑ることがある」という説があり、試験日にはわかめスープを食べないと説明

しました。今回はその続きで、韓国の試験に関するジンクスを紹介します。

韓国で一番大きな試験といえば、やはり「大学修学能力試験」、修能(수능)で

す。毎年11月の第３木曜日に行われ、本年は11月16日の予定です。なぜか試験の

日になると他の日より急に寒くなることが多く、受験生の緊張した空気が集まっ

たからだとする冗談のような意見もあるほどです。そこからできたジンクスが「修

能寒波(수능한파)：修学能力試験当日またはその近い日になると、とても寒くな

り寒波が訪れる」です。

次は食べ物に関するジンクスです。試験日に食べてはいけないものとして、前に

紹介したわかめスープのほかに、お粥があります。なぜでしょう。その理由は、韓

国では「お粥を炊く」ことが努力したことを台無しにし、失敗した時に使う比ゆ的

表現でもあるからです。逆に試験の前に食べるとよい物には飴(엿)とか、大福

(찹쌀떡)があります。どちらも粘り強い食感が特徴で、「口にくっつくように、大学

にもくっつく」という意味が込められています。

このようなジンクスは大事な試験を控えた受験生たちの不安感と緊張感、そし

て切実さの現れでもあります。しかし、すべてのジンクスがそうであるよう、あまり

にも妄信すると、むしろ体調を崩してしまう場合もあるので、流されないのも大事

ですね。

韓国の試験ジンクス

（高雄区）池坊

花材 ヤシの葉、クシカバラ、ピンクシミョン、

けいとう、野ばら、すぐり

川嵜　純子

（応募時）

かわさき じゅん こ

国際交流・韓国

太宰府市国際交流員
キムシンヒョン

金辛泫

つ
れ
づ
れ

太
宰
府
短
歌
会

飛
梅
句
会

都
久
志
て
ん
じ
ん
句
会

太
宰
府
俳
句
会

宝
満
句
会

太
宰
府
川
柳
倶
楽
部

季
節
の
生
け
花

太
宰
府
市
華
道
連
盟

スヌン

スヌンハンパ

ヨッ

チャップサルトック

そ
う 

も
う

みんなの
としょかん●小説　素敵な圧迫（呉勝浩／著）　ちぎれた鎖と光の切れ端（荒木あかね／

著）　からさんの家（小路幸也／著）　神の呪われた子（石田衣良／著）　百鬼

園事件帖（三上延／著）　青春をクビになって（額賀澪／著）　ヨルノヒカリ（畑

野智美／著）　最愛の（上田岳弘／著）　存在のすべてを（塩田武士／著）　二

律背反（本城雅人／著）　黒い糸（染井為人／著）　最後の三角形（ジェフリー・

フォード／著）　リンカーン・ハイウェイ（エイモア・トールズ／著）

●随筆・詩などの文学　教養としての歴史小説（今村翔吾／著）　パパだけど、

ママになりました（谷生俊美／著）　新・地図のない旅２（五木寛之／著）　机の

上の動物園（椎名誠／著）

●その他の本　ちょうどいいわがまま（鎌田實／著）　子ども

と楽しく学ぶ片づけの教科書（清水麻帆、清水幸子／著）　池

上彰の日本現代史集中講義（池上彰／著）　平野レミのマン

ガでわかる料理教室（平野レミ／著）　60歳からの滑舌レッス

ン（赤間裕子／著）　昭和の商店街遺跡、撮り倒した590箇所

（山本有／著）　家で死ぬということ（石川結貴／著）　イエ

ローストーンのオオカミ（リック・マッキンタイア／著）　

としょかんカレンダー

○印の日は、お休みです。
開館時間　午前１０時から午後6時まで

市民図書館

ＴＥＬ （ ９ ２ １） ４６ ４ ６

ＦＡＸ （ ９ ２ １） ４ ８ ９ ６

金曜・土曜（祝日除く・太字の日）は午後７時まで

（　　   ）令和5年9月
貸出開始資料から

日 月 火 水 木 金 土令和
5年

11 6

13

20

27

7

14

21

28

1

8

15

22

29

5

12

19

26

2

9

16

23

30

3

10

17

24

4

11

18

25

中
川
家
文
書
「横
岳
遺
跡
展
観
図
録
」

横
岳
山
崇
福
寺
と
い
え
ば
福
岡
市
博

多
区
に
あ
り
、
福
岡
藩
主
黒
田
家
の
菩

提
寺
と
し
て
有
名
で
す
が
、
も
と
も
と

は
山
号
の
通
り
、
太
宰
府
の
横
岳
に
開

か
れ
た
臨
済
宗
の
寺
院
で
し
た
。
禅
宗

文
化
の
中
心
的
役
割
を
担
い
、
大
い
に

発
展
し
ま
し
た
が
、
天
正
14

(

１
５
８

６) 

年
に
起
こ
っ
た
岩
屋
城
攻
め
で
建

物
の
ほ
と
ん
ど
を
焼
失
し
ま
す
。
そ
の

後
崇
福
寺
は
、
黒
田
長
政
に
よ
っ
て
博

多
の
地
に
再
建
さ
れ
、
横
岳
の

旧
跡
は
「
い
と
閑
寂
な
る
境
区
」

(
貝
原
益
軒
『
筑
前
国
続
風
土

記
』)
と
し
て
、
ひ
っ
そ
り
と
そ

の
存
在
を
保
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
明
治
に
入
り
、
廃
仏
毀

釈
の
煽
り
を
受
け
て
崇
福
寺
は

廃
寺
と
な
り
、
横
岳
の
旧
跡
も

「
故
あ
り
て
他
の
所
有
に
帰
し
開

山
の
墳
墓
さ
へ
荊
棘
の
中
に
埋

も
れ
た
り
」(
「
福
岡
日
日
新
聞
」)
と

荒
廃
の
一
途
を
た
ど
り
ま
す
。
明
治
28

年(

１
８
９
５)

崇
福
寺
に
復
興
の
動
き

が
あ
り
、
横
岳
で
も
若
松
の
資
産
家
杉

山
松
太
郎
が
私
財
を
投
じ
、
地
元
で
は

吉
嗣
拝
山
ら
も
奔
走
し
て
、
旧
跡
地
を

買
い
戻
し
、
崇
福
寺
へ
寄
進
し
た
の
で

し
た
。
明
治
29
年
12
月
５
日
、
崇
福
寺

は
横
岳
の
旧
跡
地
で
「
遺
跡
復
帰
式
」

を
挙
行
し
ま
す
。
記
録
で
は
、
僧
侶
数

十
名
に
よ
る
読
経
が
行
わ
れ
る
な
ど
、

盛
大
な
式
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
式
の
後

は
、
拝
山
ら
が
発
起
人
と
な
り
、
威
徳

寺(

現
・
光
明
禅
寺)

で
、
崇
福
寺
に
ま
つ

わ
る
古
書
画
の
展
観
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
茶
席
や
酒
肴
の
振
舞
い
な
ど
も
行
わ

れ
、
こ
ち
ら
も
盛
会
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

公
文
書
館
所
蔵
中
川
家
文
書
の
「
横

岳
遺
跡
展
観
図
録
」
は
こ
の
展
観
会
の

図
録
で
す
。
萱
島
秀
山
の
題
字
、
藤
瀬

冠
邨
模
写
の
大
応
国
師
像
、
木

村
耕
巌
の
横
岳
山
略
図
、
守
田

洞
山
・
萱
島
秀
山
に
よ
る
茶
席

図
、
禅
宗
関
係
各
位
か
ら
の
祝

辞
、
吉
嗣
拝
山
も
漢
詩
文
や
書

を
寄
稿
す
る
な
ど
、
横
岳
遺
跡

を
め
ぐ
る
同
好
会
の
会
誌
の
よ

う
で
も
あ
り
、
楽
し
く
も
見
ご

た
え
の
あ
る
１
冊
で
す
。
図
録

を
保
存
し
て
い
た
の
は
太
宰
府

の
医
師
中
川
輗
太
郎
。
彼
の
詩
も「
図
録
」

に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
福
岡
医
学
校

で
学
ん
だ
明
治
の
青
年
医
師
も
、
近
世

以
来
の
医
家
の
出
ら
し
く
、
幼
少
期
か

ら
漢
詩
文
の
薫
陶
を
受
け
て
い
た
の
で

し
ょ
う
、
堂
々
た
る
一
首
を
献
じ
て
い

ま
す
。太

宰
府
市
公
文
書
館
　
荻
野
　
寛
美

～公文書館だより 　～115

お
う 

が
く 

さ
ん

よ
こ 

だ
け

あ
お

お

ぎ 

の

ひ
ろ 

み

【バックナンバーはこちら】ページＩＤ７２４１

「だざいふのとしょかん 令和４年度の報告」 を発行しました。

市民図書館ホームページに掲載しています。

よ
こ
だ
け
　
い 

せ
き 

て
ん
か
ん
　
ず 

ろ
く

け
い
き
ょ
く

か
や 

し
ま
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じ
　
せ

か
ん 

そ
ん

こ
う 

が
ん

ど
う 
ざ
ん

げ
いく

ん 

と
う

し
ゅ
う
ざ
ん
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